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研究成果の概要（和文）：研究期間全体を通じて、経済学者、政治学者と歴史学者が協力して、現在の新興国と
先進国や発展途上国の国家形成と経済発展の軌跡の比較分析を行った。国際活動支援班は、国際共同研究、国際
ワークショップ運営や若手研究者の研究などを支援した。その結果、新興国に独自の発展経路の在り方や、それ
に基づく新興国の課題の存在が解明された。領域全体の活動成果として、世界的な学術出版社であるSpringer 
Nature社のシリーズEmerging-Economy State and International Policy Studiesを新たに作り出し、本領域の
成果を４巻からなる英文書籍として出版することになった。

研究成果の概要（英文）：Economists, political scientists and historians conducted collaborative 
research in the five-year research period. They compared the paths of politico-economic development 
of emerging states with those of the current developing and advanced countries, conducted empirical 
research on current emerging states based on the comparative research, and figured out the unique 
path and challenges of the current emerging states. The International Group supported varieties of 
international research activities including international collaborative research, international 
workshop and financial support to the junior researchers. The Research Group in cooperation with the
 International Group carried out the four-volume book project on emerging state, which is in the 
process of publication from a global, academic publishing company, Springer Nature, as a kick-off of
 the Emerging-Economy State and International Policy Studies Series.
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１．研究開始当初の背景 
新興国が経済的、政治的に台頭したため、

世界中で否が応でも新興国への関心が高ま
った。とくに政策担当者にとって、新興国の
政治と経済を総合的に理解することの重要
性はますます重要になっている。これまでは
個々の国を対象として政治や経済の研究を
行っていた研究者や、途上国と先進国を対比
していた研究者が、自然な反応として新興国
という括りでの研究に取り組む姿勢を見せ
ていた。そのような個別の研究を統合する分
野融合と、分野融合の利点を生かした体系的
な知見に対する需要が高まっていた。 
 
２．研究の目的 
本国際活動支援班として 2つの目的を設定

した。１つは、政治、経済、歴史等の観点か
ら新興国の研究に携わる主要な研究者が一
堂に会する国際会議を毎年開催し、本領域を
新興国研究の世界的な中心地とすることで
ある。もう 1 つの目的は、国際機関、国際研
究ネットワーク、欧米主要大学との連携強化
を通じ、分野融合マインドを持ち国際的に活
躍する若手研究者を育成することである。 

 
３．研究の方法 
国際活動支援班は、英文書籍の執筆・編纂

のための支援、研究成果発信のための国際会
議の開催や会議への参加支援、さらに国際共
同研究の支援を行った。 
 
４．研究成果 
英文書籍の執筆・編纂支援として、総括班

が主導した英文書籍４巻本を策するための
国際会議を３度支援し、以下の４冊からなる
英文書籍の出版が決まった。 
Volume 1 Emerging States and Economies: 

Their Origins, Drivers and 
Challenges Ahead 

Volume 2 Paths to the Emerging State in 
Asia and Africa 

Volume 3 Developmental State Building: 
The Politics of Emerging 
Economy 

Volume 4 Emerging States at Crossroad 
さらに、同書籍の出版社である Springer 
Nature 社と交渉を進めた結果、世界に先駆
けて新しい研究領域を創造するための発表
の場として、Emerging-Economy State and 
International Policy Studies が新しい書籍
シリーズが同社に誕生した。 
また、研究成果を国際的に発信すべく、国

際会議を８会開催した（参加者 138 名）。さ
らに、国内在住の研究者を海外派遣（７名、
６カ国）、海外在住の研究者の招へい（16名、
10 カ国）した。さらに、総括班主催のシンポ
ジウムに福岡アジア賞大賞を受賞した著名
な研究者であるクリス・ベーカー博士（ケン
ブリッジ大学）と、米国カリフォルニア大学
のビン・ウォン教授を招へいし、領域全体の

研究成果を国際水準にすべく支援した。 
国際会議の開催やそれへの参加に対する

支援と、国際共同研究を支援した。A01 班を
中心とする開発経済学の国際会議（Hayami 
Conference）に対しては継続的な支援を行い、
同会議を国際的に認知された開発経済学の
会議とすることに貢献した。特に、平成 29
年度の会議に、英国に本拠を置くヨーロッパ
の経済学者のコンソーシアム Centre for 
Economic Policy Research (CEPR)の開発経
済部会の部会長が参加した。この会議の趣旨
に賛同して、来年以降は毎年そのグループが
参加することになった。A02 班は、ネットワ
ークについての国際的で分野融合型の会議
（Tokyo Network Workshop）を継続的に開
催しており、国際活動支援班としても活動支
援を継続的に行った。B01 班の活動について
は、現代政治分析を端とするサブグループで
ある現代班が台湾の中央研究院と共同で開
催した国際ワークショップを支援し、その結
果、同ワークショップの成果物として、
Routledge Contemporary Asia Series より、
英文書籍（Middle Class, Civil Society and 
Democracy in Asia）の出版が決まった。ま
た、政治史分析を担当する歴史班の活動を支
援し、オックスフォード大学の歴史研究者ら
との国際ワークショップを支援した。B02 班
の活動については、ケンブリッジ大学で開催
された国際会議への出席などを支援した。
C01 班の活動としては、中国の一帯一路政策
に関する国際会議の開催を支援した。 
以上に加え、研究成果を国際社会に分かり

やすく説明するため、国際活動支援班として、
積極的に海外の学会、研究会への参加を支援
した（学会参加支援延べ 22 名、学会実施国
延べ 13 カ国）。さらに、国際共同研究の支援
として、若手研究者を中心に７名を６ヵ国に
派遣した。 
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